










































私のねらいは、読者をして勝負の場の空気を実際に観戦しているように感じさせることであった。それまでにもそうした描写が全然ないではなかったが、それは刺身 ツマ程度で、私のようにそれに主力を注いだものはあまりなかった。時には編集部の方から「将棋指しが昼飯になにを食ったか、そんなことま書く必要はないじゃ か」と横槍 出たこともあ が、私は「そんなば 話はない。鰻丼を平らげるのと、笊蕎麦ですませるのとでは違 。 でその棋士の嗜好もわかれば風貌もおのずと感じられ、読者は親しみをますじゃないか」 、反駁して改めようとしなかった。　
幸い、これは読者に受けて将棋欄がおもしろくなったという




















































食事情報を用いていた事がわかる。　『毎日新聞』紙面の方では、一九八二年三月一六日の夕刊において、 「 “将棋指し”の一番長い日」という題で、前日行われた挑戦者決定リーグ最終局の特集記事が井口昭夫・加古昭光両記者によっ 書かれた。名人挑戦と降級という人生が懸かる所謂「将棋界の一番長い日」 コンテンツ化しよ という試みである。翌年の『将棋世界』一九八三年五月号の「名リーグ最終日
	 棋士の一番長い日
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事が恒例化する。棋士の一日を追うという事で、必然的に食事やおやつ注文の様子に言及された。 『週刊将棋』一九八六年三月一九日号の「ザ・ロンゲスト・デー」からは『週刊将棋』が特集記事を引き継ぐ事になり、 「将棋界の一番長い日」の食事情報が以降定番となった。　『週刊将棋』は、創刊号である一九八四年一月二五日号の巻頭記事「第三二期棋聖戦第三局」の書き出しを、森安秀光棋聖が食べた特製うどんから始める ど、速報性のある媒体で積極的に食事情報を展開するようにな 。この『週刊将棋』創刊の頃から、 『毎日新聞』 の名人戦観戦記 食 情報も充実してくる。第四二期名人戦第四局観戦記
　12では、江國滋が全体の枠の半分
を使い、挑戦者の森安八段と同じ物を注文する谷川名人が挑戦者に同調している様子を見て名人が負けるのではないか、と当時感じた事を「メニュー 告げ 」という題で書き残している第四三期名人戦第一局観 記
　13では、二日目夕食を中原王将が







































この機会に竜王戦でやったらどう すか。タイトルマッチまでは半年以上あることだし 今決めておけば可能だと思うけれどもなあ。なんとい てもファンは生の対局をみたいんだし、お好みの席上対局とは 然迫力が違うもの。
	






興行的に成りたつかどうかは検討すると て 、やらきゃいけませんよ 世間の関心 呼ばなきゃ。
山田
　






























のですから、正確には、将棋人口の内へは入れてもらえない部類に属するのでしょう。（中略）将棋そのものは、ほとんど知らない私が、これほどまで魅力を覚えるようになったのも、主人の影響も有るのですが、倉島竹二郎氏の純文学と断言出来 ほどすば し 観戦記を知ってからなのです。　
氏の文章は、元々文学をめざしただけあって 駒と駒の戦い
























まるようになり、その中で食事情報も取り上げられ ようになる。例えば王将戦は第五〇期より現場実況が始まり、第五局一日目には食事写真が掲載されている。二〇〇三 五月に『名人戦棋譜速報』が始まると、青葉記者が食事情報を順位戦 も広げた。二〇〇四年九月二一日に 青葉記者が対局 と同じ食事注文をして画像を公開し め 。これによって、将棋めしは一つの変化 向かえる。今までのタイトル戦の食事情報や食事写真は、どこか遠くの出来事であったが、将棋会館での対局で
事写真を公開することによって、千駄ヶ谷に行けば同じ物が食べられるという、 将棋めしがより身近なものとなったのである。反響も大きく、二〇〇四年一二月一六日には記者投稿されていない対局者の食事情報を求め 投稿が出るなど、食事情報を求める声がより強くな 。 六 九月一五日には 烏記者が出前注文の店名を公開。以前より個別の質問で店名を答えていた事はあったが、この時に初めて店名と注文がセットで提供された。二〇一〇年三月一二日 烏記者が夕食の店名を公開した後は、関東の食事には必ず店名がつくようになり、 『 人戦棋譜速報』の食事情報のフォーマットが完成した。　
二〇一〇年七月五日に『日本将棋連盟モバイル』が開始され




夜）に日本テレビの「月曜から夜ふかし」で「今気になる話題」として 「将棋メシがうまそうに見える件」 が紹介される。 内容は、タイトル戦でおやつが出ることを紹介し、タイトル戦で注文されたカレーを紹介するというも であった。メディア上 将棋めし」という単語が出てきて、そ 情報が消費される時代も始まった。この頃から増えていく観る将棋ファンと食事情報が相乗効果で増えていく。ニコニコ生放送における、昼食休憩中に解説・聞き手が食事写真の公開やタイトル戦のおやつの時間に合わせて行うの「お三時コーナー」といったものは、対局とは関係ないものであるが、観る将棋ファンの棋士を知りたいという需要を満たすものである。そうして対局者 対局者以外食事情報が出てくる将棋中継を見た人が、 食事が面白 、 といった理由で興味を持ち観 ファンになった例も散見される。将棋生中継以前は、将棋めしは将棋を観 雰囲気を味わうためのものであったが、将棋生中継以後は、流れてくる将棋めきっかけになって将棋を観るファンも増えてきた、というこになる。二〇一六年七月五日には『コミックフラッパー』にて松本渚のマンガ「 めし」 連載開始。この年の一〇月に藤井聡太四段が誕生し、 マスコミ 藤井四段の情報を求めて殺到「将棋めし」というワードとともに、一般メディアが食事情報
を取材して記事にするようにもなってきている。　
現在、藤井聡太ブームにより対局者の食事情報が一般メディ
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るように感じさせる目的で誕生し、発展していった。将棋ファンは将棋めしを知ることで将棋を観ているような体験をし、また、将棋棋士に対して親近感を覚えるツールとして活用してきた。インターネット よる生中継 対局場が観戦できるようになっ 現在においても、観る将棋ファンが求める情報の一つとして、今もなお将棋ファン 愛され続けている。これからも、プロ棋士の将棋の対局が続く限り、将棋めしは語られていくであろう。引用・参考文献
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